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音痴を治す（８）

前号で述べた
・自分の演奏のどこがおかしいか
・どうおかしいか
・どう直せばよいのか
以上３点が克服できれば音痴は治ることは当然のことで
しょう。
　音痴を治すもう一つの道は「ヴォイス・トレーニング」
です。特に音域の狭い人に有効な方法です。これは耳の訓
練と言うよりも声帯や呼吸に関わる筋肉の強化により発
声をもっと正確にしようとするもので、運動療法です。
　歌っている間に調や音階を見失ってしまう音痴は殆ど
このタイプです。
　彼らの殆どが長く伸ばす音でピッチが保持できない
か、特定の音程の上下の幅が同じでなく、昇りか降りのど
ちらかの幅が狭い（広い）ことにより次第に調や音階の認
識をあいまいにしてしまうことから客観的には「調子外
れ」の音痴として勇名をはせてしまうのです。
　落ち着いて冷静に指導すれば（練習すれば）必ずなおる
この種の音痴治療に有効なハイテクはオシロスコープか
シンクロスコープでしょう。
　もし手元にそのような高価な機材が無くても Meuseum
のWaveWindowのようにコンピュータ画面で自分の波形
が目視できるソフトを利用することができます。
　この場合問題なのは画面の波形ではどんなピッチが出
ているのかはわからないということです。確かに高音部
では波は細かく表示され、低音部ではやや粗い波形が表
示されます。それでもピッチ認知のための情報は殆どあ
りません。
　例えば下の図A と図Ｂではオクターブ近く離れた声な
のですが殆どどちらが高いのかさえわかりません。

　このソフトを使う音痴治療は「波形の安定を維持する」
ということに徹します。
　まず、比較的安定して出せる声域の中から任意の高さ
の声を「アー」等の発声でマイクに向かって出します。
　その時、シンクロ状態であれば波形がピタッと静止す
る瞬間があります。その瞬間の声をそのまま維持する訓
練をします。この「出来る声域」での訓練が安定して出来
るようになれば、「困難な声域」へと少しずつ移動します。
　特に高音域では声帯の筋肉の訓練となるようある程度
以上の大きな声が出る必要があります。限界声域或いは
境界声域に達したならばためらわず「裏声（ファルセッ
ト）」に移行させます。
　どの声域においても安定した波形が維持できるように
なれば、最初の比較的安定して出せる声域の中から任意
の高さの声を今度は「ドー」と発声し安定を確認してから
「レー」を、さらに「ミー」までを練習します。この時こ
の「ドー」は「Ｃ又はハ」とよぶ音名と一致していない「移
動ド」ででなければなりません。絶対音が問題なのではな
く相対的な音程制御が問題解決の方法だからです。
　とにかく任意の高さの「ド」から、３度の上下つまり「ド
←→ミ」の双方向への移動が正確に行えるようにします。
「ミ」は高めにとって長音階、低めにとって短音階と二つ
とも試みてみましょう。
　次は「ミ←→ファ」や「シ←→ド」の半音階です。この
ように「ド←→ファ」や「ド←→ソ」、「ド←→ラ」と次第
に音程を広げながら高音域の安定性を高めます。
　最終的には「ゆっくりした曲」をいっそうゆっくりと歌
いながら練習します。ゆっくり歌うことで呼吸法が胸式
から複式に移行しやすくなりピッチの安定がよくなるか
らです。うまく行けば１時間で音痴退治ができます。
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